
 

■ 2022年度 「モータ及び電気自動車」Webセミナー       

第２回「電気自動車の基礎」（会員企業） 

次世代自動車センター浜松では、会員企業の皆様が次世代自動車に搭載されている部品

の試作製作ができる様に、次世代自動車に含まれる技術に関する情報提供や車両分解調査

活動を実施しています。今年度も「モータ及び電気自動車」Webセミナー３回シリーズと

して、次世代自動車に搭載される技術の中で最も影響が大きい「電動化」についての基礎

知識を習得していただく機会を設けました。 

第２回は「電気自動車の基礎」と題して、若手技術者の教育、電動化の部品開発・動向

調査及び今後の事業拡大への準備として、①ＥＶの動向として世界におけるＢＥＶ適用の

進展と日本のＥＶの歩み、②ＢＷＶの基礎として、基本的レイアウトの説明と基本特性、

③環境対応車のパフォーマンスとして車両構造の変化、④電子デバイス、バッテリー、モ

ーターシステムの進化に関する知識を習得していただくため、㈱ミツバ顧問の尾形氏を講

師に迎え Web形式で講座を開催しました。 

 

■日 時 ： 令和４年９月２２日（木）13 時 30 分～15 時 30 分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ９１社/３３１名 
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【参加者の声】 

 

・ＢＥＶの基礎構造の解説から、今後の展望を裏付け含めて説明があったため非常に

勉強になった。また、ラジコンによる検証実験の実演があるためイメージがしやす

かった。海外と国内各カーメーカーのＥＶの普及への道筋の違いや、ＥＶ各種の長

短も併せて説明頂きイメージがしやすかった。 

・今後のトレンドとなるモータについて学ぶことができ、ブレーキが不要になる点や

生産工数の削減と関連する資料の内容が大幅に削減できる点が参考になった。新規

参入が容易な点も非常に脅威と感じた。 

・基礎的な構造をご説明頂き、機構の詳細と今後の開発品に関する内容をご教示頂き

大変参考になりました。 

・ラジコンカーを使ったバッテリー容量とモータの駆動トルクの実験は、とても分か

りやすかった。 

・ＥＶのコストパフォーマンスについてＥＶ車の拡大が見込まれ、その流れは加速す

ると感じた。また、電子デバイスやバッテリーのパフォーマンスも今後飛躍的に向

上し、益々電動化されていく流れを実感できた。 

・現在のＢＥＶの仕組みを含め、様々な駆動方式、ＢＥＶの走行時の特徴など今後の

改善点を含め、開発における需要が生まれそうな技術、補器についての知識を得る

ことができたため大変参考になった。また、ラジコンカーを使った実演での説明は

大変わかりやすかった。 

・ＤＥＶについて知ることができた。また電気自動車の構造だけでなく、バッテリー

の容量による走行性の違いや、電子デバイスの進化など多くのことを知ることがで

きた。 

・ＤＥＶやＳＲモータについて学ぶ機会は初めてであったため、参考になった。機械

設計の業務も大幅に減少するため、知識幅を広げていく必要性とともに、危機感を

再認識した。 

・モータ関係では、今後どのような仕様の物が主力になりそうなのか？お話を聞かせ

て頂き、自社で取り組めそうな物の検討材料として参考になった。 

・ＤＥＶになるとエンジン自動車に常備されているブレーキやＴＭがなくなるという

のは驚きだった。 

・モータは歴史が非常に長く、性能については高度化されていることを理解した。自

動車へのモータ搭載レイアウトが多く参考になった。 

・電池容量を無駄にしない為に走行中に充放電できるＥＶは有効で、ＳＲモータによ

る独立４ＷＤは電池を高効率で使用する為の一案であることがわかった。 

・ＢＥＶについての知識である、ＰＨＶとＥＶの違いや車両レイアウト、構成部品の

点数など基本的な知識から、主に SRモータが主流になるという今後の動向について

も知ることができて大変勉強になった。 

 


